
山
同rぺi 山 線 の 地

イUJ 墓地方気象墓(1)

昭和 16年 9月 17日宮城廓宮城郡庚瀬村地内， 111山線(仙墓一山形)仙塞起勤 11km附近に、

小規模の地主二が起った此地主二は規模としては小さかったがF 地と地域内を通じてゐ?と銭道路線が

路盤諸共最大約 10m隆起し，路線延長 200mK亘って顕著た交通隅与を生じ?と結で飴り例の無

い，従って相営注目すべきものであった.

集 1 園地上地附近略国

A O 100初

嘗塞よりは同月一19日森田・植野・八木 3名が出張，第 1同の賓地踏査を行仏とえて 10月 3

日星・青田・牧田 3名が第日間且の踏査を，更に 11月 3日森田が第 3問自の踏査を行った.叉

一方，現地を所管する関係各官磨、即ち仙茎畿道局仙憂保線事務所，仙塞保線医等と連絡して，現場

賓測国・被害弱員等調査資料の貸奥を仰ぎ，更に現場の地質調査に嘗つては東北帝大法文事昔~田中

舘秀三講師を煩はす所が多かった.之等の材料に依る簡草た調査結果をヨたに述べる.

地と地域は第 1固に示す如く，標高 120"'-"140m.平均傾斜約 10
0
，楼現森山腹の甫向緩斜面の

(1) 材料の整理には主とじて八木技手が営り，原稿の整理には森田が営った.
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一部でF 倭小な雑木林に蔽はれF 地域の形は鎖道路線を底遺とする略主二等港三角形をなし，底溢

の長さ 127111，底遺頂鮪聞の距離約 125111，_其面積約 8，500m2である. 鉄道は元とのマ績きの山

腹で、あった所を切開き，最高約 10-mの掘割の聞を通じてゐたものである.

集 2園地上地域詳細国

O~ 30
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/ 

不動地域と地と地域との聞には第 2園の如き陥波を生じ，其幅最大 1(5111，イ旦し陥波地域内には

頂上より麓迄一連の立木の中ノ島を生じた.陥波面内にて同一立木の害防亙れたもの等より推定せる

地と地域の移動距離は最大 7111で， 陥波面に於げる土地の移動は闘の矢印に示す方向に起ってゐ

る.陥落壁面の高さはF 麓より頂部近く迄は 1111前後であるが，頂部を距る 20m 附近より漸弐

増大しy 頂部 Aに於て最深 3mを示す(潟員(1)参照).陥波面中央線はそれより更に深く落ち，

頂部に於ける陥淡は外側壁面の陥落より更に約 g111を加(てゐる.

との地主二で注目すべき現象は最初にも記した如く，地と地域下端部に頴著な隆起を生じたととで
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く3) lOk 9201U附近止り山形方面を望む

線路離れ 8米

<.(5) 線路々盤の隆起により詮中から折曲げ

られた排水溝く堀割の上より篤す〉
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ある.偶々其慮を鎖道が通ってゐたため3 線路は約 7mの横とりと共に路盤諸共最大約 10m持

上げられ，路線延長 200mに亙り綴著な交通障碍を起した(寝異 (2)，(3)， (4)， (5)参照一(2)，(3)， 

(4)は仙牽保線事務所撮影).銭道はζのため南側に延長約 400m に亙る迂同線を設けF 新線開通

ー迄 20日を要する被害を蒙った.

か Lる隆起が生じたのは，地主二のためとり出した深部の泥土が線路南側の比較的堅固在地盤の抵

抗に逢ひ.流下を阻止されて線路石盤の下部に潜入L-，地と地域上告sの流鰭鹿により之を押上げた

ものと思惟される.共隆起量約 10III は丁度掘割の深さに相嘗しp 従って山腹は大鵠掘割工事施行

前の形態にかへった.

との地との経過は，現場保線責任者の談に依れば、， 9月 15日夜より 16日朝にかけて線路附近

地下水湧出の停止せるを前駆とし， 16日 10時頃軌道面に凹凸 5ケ所に現れ， 17日は 1 時間

30---80mmの割合を以て隆起櫨優し，同日 20時 40分頃念に 1m40の隆起となった. 21時 20

分頃排水痔〈窮異 (5)参照)は音響及び震動と共に直立したので， 線路工夫を退去させ具襲警戒

中， 22時 40分頃格に底力ある音響(ド{ン)と共に最後の隆起が起ったものである.

現場附近の地質は，仙憂保線事務所施行の B貼に於ける試錐試料によれば，表面より深さ 7m

迄は安山岩の風佑せる赫色粘去で?共下に風佑安山岩層あり (7，，"，18m)，それより帯青色粘土(安

山岩質凝友岩〉とだり (18---25m)，質綴密と友る. 25 m v'c至って鼠色の集塊岩質安山岩に達しy

完全なる基盤とたる. との 18m層に嘗る部分は A 賠附近の陥落面最下昔sに現れ七ゐる成層面と

同質と見られ，地とは多分此面に沿ふて起ったものと考へられる.今園上より計調Jjし， AB間の測

地線に沿ふ水平距離を約 120in~ 標高差を約 20m と仮定すればp 山稜の平均傾斜は 9
0

30'，此膚，

の平均傾斜は 16
0

20'となり，其差約 7。である.

との地主二の原因としては，先づ根本的原因と Lて上記の地形及び地質が地主二地とじY亡の依件を具

備するととが考へられる他F 直接の原因として本年夏以来の異常な多雨が考へられる.即ち本年 6

月以降の仙墓に於ける降水量及び降水日数の平年比較を示せば弐表の遁りでるる.

降 * 量く粍〉 降水日数

月

本年 平年 平年差 本年 平年 平年差

6 181.1 122.5 + 58.6 16 14 +2 
7 369.1 136.6 +232.5 26 17 十9
8 

18520.・23 126.6 -46.4 22 19 6 +6 
9 96・3 + 55.9 13 +4 

く註) 9月は 17日迄の値

終に臨み，本調査に蛍って貴重な資料を提供し種々御協力を寄せられた前記関係各位に深謝する

次第である. (昭和 17年 2月森田稔記〉
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